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要 旨
腸炎ピブリオの実験的感染発症試験を体重 2kg前後のアカゲ猿を用いて行なった。
患者糞便分離株 (V. parahaemolyticus 4167株)の 3 % NacL加 BHI-培養液 50ml (約 
109/ml)を経口的に投与した群では，発症はみられなかったが，菌投与 4時間後に血液および
腸管の serotonin値は顕著な低下を示し，また，揚管および肝の MAO活性は上昇した。一
方，培養菌液投与 1時間後に serotoninをl頭当たり 100μg静注した群では，培養菌液投与 
2~6 時間に水様便の排池がみられ， これらの下痢便から，投与したと同じ血清型の菌が分離
された。また， 培養菌液投与後直ちに iproniazid(1頭当たり lおよび 15mg) を静注した
場合にも serotonin投与群と同様の結果を示した。
腸炎ピブリオを投与後， aminoguanidine (1頭当たり 4mg)を静注したところ，下痢の発
現がみられ，また，投与菌と同一型の菌が糞便より分離された。この場合， 血中 histamine
値は増加したが，培養菌液のみを投与した場合には，血中 histamine値は減少した。
さらに，腸炎ピブリオ投与後の糞便内細菌叢について検討したが，いずれの場合にも著変は
を示しg10B/，._106を投与した群では，糞便中の腸炎ビブリオはserotoninみられなかった。 
た。また，腸管内のピブリオの分布についてみたところ，腸炎ピブリオ単独投与群では，回腸
部に最も多く ，se1'otonin投与群では，回腸，盲腸，結腸の順に多く検出された。この腸炎ピ
ブリオの分布は，大腸菌群のそれと一致していた。
なお，対照実験に用いた海水由来の V. μrahaemolyticus海ー 7株は動物に対して何ら影響せ
ず， serotoninあるいは aminoguanidine投与によっても発症させ得なかった。 
Keywords: 	 腸炎ピブリオ (Vibriotarahaemol)'ticus)，serotonin (=5-hydroxyt1'yptamine)， 
histamine 
略語一覧:	 MAO: Monoal11ine Oxidase， BHI: Brain Heart Infusion 
ということは，その感染，発症に際して，病原体すなわ
まえがき ち寄生体側の因子以外に宿主側の要因が大きく関与する
腸炎ピブリオ食中毒の発生に際して，その原因菌を摂 ことを意味するものと思われる。これに関連して， 滝 
は，腸炎ピブリオ食中毒集団発生例において，宿主J)1 取したものが全員発症することはまれなことであり，通
常は， 発症率は 50%以下とされている。このような傾 のストレス条件が発症率に影響することを報告してい
向は，ほかの感染型食中毒においても普通にみられる現 る。
象であり，その本質的な解明はまだなされていない。し このようなことから，宿主側の発症要因とくに下痢発
かし，同一種属内で個体差によって発症に差異が生じる 現誘因となるような物質が生体に存在し，細菌の侵襲を
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受けた時に，発症しやすい状態になることが想像され
る。
他方，腸管の運動を支配する物質の lっとして， Erspa-
mer2)以来，多くの研究者によって serotonin の存在
が認められ，また，この物質は，種々のストレスによっ
てその生体濃度が変化することも報告3)りされている。
また，相磯ら円藤原ら 6)は histamineがこの発症に関
与する可能性を示唆している。本実験においては，モデ
ノレ実験動物としてアカゲ猿を用い，これに経口的に腸炎
ピブリオを投与した場合のこれらのアミン類と発症との
関係について検討した。
実験材料およひ'方法
1.使用菌株
本実験に使用した菌株は，神奈川県衛生研究所におい
て，食中毒患者糞便から分離された v.tarahdemol)'ticus 
4167株(神奈川現象陽性株)であり，対照菌株として海
水由来の V.tarahaemol)'ticus海ー 7株(神奈川現象陰性
株)を使用した。 
2. 実験動物
体重 2kg前後のアカゲ猿 (Macaca mulatt a) を用い
た。実験に際しては，下痢そのほか異常のみられない外
見上健康なものを使用した。 
3. 実験方法
じ記各菌株を 3% NaC11J日BHIに370，12時間培養
したものを投与試料とした。この培養菌液 50ml(約109 
/ml) を給餌 30分後の猿にゴム・カテーテルぎ・用い経口
的に投与し， その後 serotonin，i proniazid および 
aminoguanidineを所定量 V.sathenaに静注した。そ
の後，経時的に下痢，幅吐などの発症の有無を観察する
とともに，各動物について糞便中の腸炎ピブリオの検索
を行ない，さらに，以下の検索を行なった。 
1) serotonin値の測定: 血液は，動物を保定後 V. 
sathenaより採取し，また腸管については，動物を chlo・ 
roform-ether混液にて麻酔後頚動脈より全放血してと
殺し，直ちに小腸下部を摘出し， 0.1 N HCl溶液でホ
モジナイズでしたものについて Udenfriend ら7)の方
法により serotoninを測定した。この測定に際しては，
目立鐙光分光光度計 MPF-2A型を用い，励起波長275 
mμ，蛍光波長 540mμ で測定した。 
2) MAO-活性の測定: 蒸 1悶水とともに肝および小
腸標本をホモツナイズした後， これを酵素液として， 
serotoninおよび燐酸塩緩衝液とともに 370で 1時間反
応させ，Udenfriendら7)の方法によって残余 serotonin
量を測定し， 1時間に分解された serotonin量を算出
し，それをもって MAO-活性の比較値とした。 
3) 血中-histamine値の測定: 血液材料は， Shore 
ら8)の方法により処理し励起波長 360mμ，蛍光波長450 
mμ で測定した。 
4) 糞便内細菌叢の検索: 腸炎ビブリオについては，
糞便を直接 BTB-Teepo1寒天培地に接種し，また， 3 
% NaCl加普通ブイヨンに増菌培養後，菌株の分離を行
ない，疑わしき集落については，その各々について血清
型 (K-3) を検索し，投与菌株と同一血清型であること
を確認した。またほかの細菌については， MacConkey-
寒天， Mannitol-食塩寒天， TATAC-血清寒天， LBS 
寒天， Sabouraud-寒天を用いて，それぞれ分離培養し，
大腸菌群，ブドウ球菌， レンサ球菌，乳酸梓菌および酵
母を検索した。
各培養基上に検出された菌株は，コロニーの性状，グ
ラム染色性，形態およびそれぞれ特有な生物性状により
同定を行なった。 
5) 組織学的所見: 猿を麻酔後全放血し， と殺した
後，腸管を摘出し，各部をそれぞれホルマリン固定した
後，常法に従い Hematoxylin・Eosin染色を行ない鏡検
した。
実験結果
1. 発症に及ぼす serotoninの影響 
1) 腸炎ピブリオ単独投与実験
対照実験として‘海-7株を単独投与した実験動物群 3
頭について，それぞれ発症の有無を観察したが， 3頭と
も発症は，みられず，投与菌株も糞便からは検出できな
かった。また， 4167株を投与した群 4頭についても全て
発症はみられなかった。しかしながら，血中 serotonin
値については図 lに示したように，海-7株投与群では，
その値に著変はみられなかったが， 4167株投与群では，
投与 4時間後には，その値は各動物とも最低となり，投
与前の値の平均肱で約 50%まで減少した。 
2) serotonin投与の影響
この実験に先立ち， ser叫 oninを l頭当たり 100μg宛 
2頭の動物に静注したところ，図 2に示したように，そ
の血中 seroto凶n値は， 1時間後に 2頭平均で約1.6倍
に増加し， その後， 急速に減少した。この場合， sero・
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(縦軸は，培養菌液投与前の値lζ対する投与後各時
間の値の比を示す。)
図1.腸炎ピブリオ投与後の血中 serotonin 値の
経時的変化 
tonin投与による下痢そのほかの変化はみられなかっ
た。
海-7株を投与 1時間後に serotoninを静注した 3頭
について，発症の有無を検討したが，表 qこ示したよう
に， 何らの発症もみられず， 投与菌も検出されなかっ
た。
一方， 4167株投与群では， serotonin を静注した場
合， 5頭中 4頭に培養菌液投与後 2，. 6時間の聞に水様
便の排他がみられた。これらの下痢便から投与菌と同一 
1.5 
1.0 
0.5 
。 2 4 6 8時間 
一一一一一 4167株投与群5頭の平均値の変化
一ーー 海ー 7株投与群3頭の平均値の変化
一'一-- Serotonin単独投与群2頭の平均値の変化
(縦取hは，培養菌液投与前の値{と対する投与後各時
間の値の比を示す。)
図 2. Serotonin投与による血中 serotonin値の
変化
表1. 腸炎ピブリオ投与後の猿の下痢発現 iζ及ぼ
す Serotoninの影響
実験動物 下痢の発現 
番号 2 4 6 8時間
のリらブ出かピ検使炎の糞腸オ
+ 
+ 
+ 
海ー  7株十Serotonin投与群 
+ 
+ 
2 
3 
4167株十Serotonin投与群 + 
4 + + + 十 2時間後のみ 
5 
6 + 十 十	 + 
7 + + 	 十 
8 十 十	 + 
。	Serotoninは，各培養菌液投与 1時間後に， 1頭
当たり 100μg静注した。
血清型 (K-3)の腸炎ピブリオが検出された。これら実 
験群の血中 serotonin値の経時的変化は， 図2に示し
た。 
3) MAO阻害剤投与による影響 
MAO阻害剤である iproniazidphosphateを 1mg 
および 15mg宛動物に静注したが，下痢などを惹起せし
めなかった。
また，血中 serotonin値は， 注射 4時間後に最高値
を示した。 
4167株の培養菌液投与後，直ちに iproniazidを上述
した量を投与した場合， それぞれ， 表 2に示したよう
に，生菌投与後 2.....6時間の聞に水様便あるいは軟便の
排漉がみられ，また，これらの糞便より投与菌と同一菌
型の Vibrio が検出された。なお， これらの群の血中 
serotonin値は iproniazidを投与した場合と同様に，
表 2. 発症に及ぼす iproniazidの影響
実験|血中 	 糞便からのIC~_，a.:r~: 下痢の発現動物 ISerotonin 腸炎ピブリ
番号|の変化普 246 8時間 オの検出 
+ 
+ 
Iproniazid 1 mg投与群 
9 1.05 + 十 十 十 
10 1.12 + 十	 + 
11 1.29 + 十	 十 
Iproniazid 15 mg投与群 
12 1.59 十 十 十 + 
1.9413 + + + 
14 l.39 十 十 十 十
各数字は，培養菌液投与前の値K対する投与 4時間
の値の比を示しに。
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培養菌液投与 4時間後に最大値を示した。 
4) 培養漉液の影響
各株の培養菌液を遠心分離 (9000r. p. m，10分)後，
菌体沈積と上清に分け，さらに，上清はミリポアフィ Jレ
ター  (poresize: 0.2μ)で癒過したものを投与試料とし
た。
各株の培養?l'前夜のみを 50mlづっ 3頭の動物に投与し
た場合，下痢， 1品I止などは芯起されず，また，血中-sero圃 
tonin値には影響しなかった。 
4167株の鴻液 50mlと海-7株菌体の混合液(菌数約 
109jml)を投与したものでは，投与後血中 serotonin値
は減少する傾向を示し，この場合，発症はみられず，腸
炎ピブリオも一時的に検出されたのみである。一方，こ
の投与群に serotonin を静注したものでは， 表 3に示
したように，投与後，下痢が惹起され，その下痢便より
投与菌が検出された。また，この滴液を 1000C，15分加
表 3. 発症に及ぼす培養穂波の影響 
1.0 
0.9 
0.8 
o.7 
。 2 4 8時間
一一一一海ー7株炉液+4167株菌体投与群 3頭の平均値
一一一一 4167株炉液+海ー7株菌体投与群3頭の平均値
(縦!liUIは，培養菌液投与前の値に対する投与後各時
間の値の比を示す。)
国 3. J有養i慮液の血 li:1 serotonin値 l乙及ぼす影響
熱した後， 4167株の菌体とともに投与したものでは， 
serotoninを静注した場合にも顕著な発症はみられなか
実験動物|
番号| 2 4 6 81寺間 オの検出 同様に，海-7株の鴻液と 4167株の菌体との混合液を
' ' a . ， ，Rd
4167株憾液十海-7株I弱体 投与したものでは，図 3に示したように血中 serotonin
hu 値はほとんど変化せず，また， serotoninを静注した場
E
- a
| 
| 
《 
司
企唱 
司/
下痢の発現 糞便からの腸炎ピブリ った。
合にも軟便を排出するのみで，一時的に投与菌が検出さ
晶 
こ。fれ
serotonin株菌体十-7釘夜+海1株416
Il--AOh OOQJnり 
+ + + - + 2. 腸炎ピブリオ投与による腸管 serotonin値および 
+十+ - + 
nA22 
十十 + 
MAO活性の変化 
ziq
ム 
03
消:ー7株i血液十4167株前体 4167株の培養菌を投与 41寺間後に腸管 serotoninお
よび腸管，肝 MAO活性を測定した結果が表 4である。
この結果から明らかなように， 培養菌液投与後血液の
含量とserotonin腸炎ビブリオ投与後の4.表+serotonin株菌体+4167釘夜1株-7海
789ワ』ワ 
， ゐ  
24 土 一 一 一 2U寺間後のみ MAO活性
25 土一一一 向上 
26 土一一一 向上 Serotonin含量 MAO活性 
4167株加熱jl釘夜十4167株尚体 μ0g.1jmF 6FI+giml純
70+0.11 86 + 12 
-n
対日夜~t9; 1.
日号 官 投与すL 1.14 + 0.15 141 + 15 
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動物
実験 2. Iproniazidのみを投与した動物 図 5. 腸炎ピブリオ投与後の血中 histamine値の
変化
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表 5. 発症に及ぼす aminoguanidineの影響
図 4. 1proniazid投与による腸管 serotoninと のリらブ出かビ検使炎の糞腸オ実番 物号動験
下 痢 の 発 現 
2 4 6 8時間 
MAO活性の変化
serotonin値と同様に明らかに減少し， その MAO活 4167株投与群
勾
。
せ
n303qdqdqdA
FHJFO
目に動物をと殺した後， 腸管-MAO活性および sero・ 十 十土
tonin値を測定した結果を図 4に示した。この結果によ 十土
性は上昇した。 +
 十+++十十十+ 
+
また，生菌投与後 iproniazid 15mgを静注後 2時間 +土
十+ + +Jると， iproniazid を投与した場合， MAO活性は低下 
38 十土し， serotonin含量は，血液の場合と同様に増加する傾
向がみられた。 
3. 発症に及ぼす aminoguαnidineの影響 
4167株および海-7株の培養菌液を経口投与後，血中-
histamine量を測定した。その結果は，図 5に示したよ
うに， 4167株投与群では 2.， 4時間後にその値はそれぞ
れ投与前の 75，._80%に減少したが，海-7株投与群につ
いては，このような変化はみられなかった。
一方， diamine-oxidase 阻害剤として知られている 
aminoguanidineを l頭当たり 4mg静注し，その変化
を経時的に観察した。 aminoguanidineのみを動物に投
与した場合，その血中 histamine値は，投与 2時間に
後は 2頭平均で投与前の約 3.5倍に増加したが， 発症は
みられなかった。一方，腸炎ビブリオを投与後直ちに， 
aminoguanidine を静注した場合， 表 5に示したよう
に， 4167株投与群については，下痢が惹起され， また，
その糞便より投与菌と同一菌型の Vibrioが検出された
海-7株投与群 
39 
40 
41 2時間後のみ
。Aminoguanidine f;:t， 各培養菌液投与後， 直ち 
に I頭当 fこり 4mg静注した。
。(+)は軟使の排rl止を示す。
が，海-7株投与群については，このような現象はみられ
なかった。
4. 腸炎ピブリオ投与による糞便内菌叢の変化 
4167株の培養菌液のみを投与した群では，糞便内細
菌叢に著変はみられなかった。また， serotoninおよび 
iproniazidを投与した群では， 培養菌液投与 4時間後
に排池される腸炎ピブリオは 106.....108/gであったが，ほ
かの菌叢については著変はみられなかった。
さらに，腸炎ピブリオ投与後の消化管各部位の腸炎ピ 
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表 6. 腸炎ピブリオ投与後の消化管各部の腸炎ピブ

リオと大腸菌群の分布

腸炎ビブリオ 大腸菌群
実験 l 実験 2 実験 l 実験 2
5.2 3.4 

十二指腸
 
胃 
3.4 5.1 3.3 

回 腸
 5.9 2.8 7.4 4.9 

盲 腸
 4.9 4.5 8.1 5.3 
4.8 6.9 6.7 6.4結 腸 
。実験 lは，腸炎ピブリオ培養菌液 50ml(109jml) 

を投与したもの。

。実験 2は，腸炎ピブリオ投与 l時間後 serotonin
 
100μgを静注したもの。

。数字は，内容物湿重量 g当たりの菌数の対数値。

ブリオおよび大腸菌群の分布について，投与 4時間後に
検索した。その結果は，表6に示したように，培養菌液
のみを投与したものでは，腸炎ピブリオは回腸部に最も
多く，約 106jgを示し，その前後では 103"，， 104jgであっ
た。また，大腸菌群については，回盲部に多く 107，._， 108jg
を示した。一方， serotoninを投与したものでは，胃お
よび小腸上部では，腸炎ピブリオは検出されず，回腸，
盲腸，結腸の順に増加し，結腸末端部では 10 6 • 9 jgを示
した。また，大腸菌群については，腸炎ピブリオの場合
と同様に，消化管下部に向って増加する傾向を示した。 
5. 組織学的所見 
4167株の培養菌液投与 1時間後， serotoninを静注し
図 7. 培養菌液投与後 serotonin 100μg静注した
動物の回腸部
上皮層の剥離，固有層の浮腫，中心乳康管
の拡張などがみられる (H-E染色X200)。
た動物を，投与4時間後にと殺した後，組織学的検索を
行なった。
培養菌液のみを投与した群においては，肉眼的にも組
織学的にも著変はみられなかった(図 6)が serotonin
図 6. 培養菌液 50ml (109jml) を投与した動物の
回腸部
変化はみられない (H-E染色 X200)。
図 8. 向上
上皮層の顕著な剥離，粘膜下組織の浮腫な
どがみられる (H-E染色X200)。
を投与した群では，小腸部とくに空腸および回腸部に充
血あるいは軽度の浮腫が肉眼的に観察された。また，組
織学的に検索したところ，空腸および回腸部において，粘
膜上皮の脱落，分泌の充進，粘膜固有層における白血球
の浸潤，出血および充血，浮腫，中心乳醸管の拡張，粘
膜下組織の浮腫，細胞浸潤などが観察された(図 7およ
)。8び 
考 察
患者分離株の培養菌液を猿に投与した場合，発症はみ
られなかったが，血液および腸管の serotonin は減少
することが認められた。これに関連して Spectorら9)も
既に報告しているが，細菌などの侵入に対する生体反応
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の 1っとして体液内 serotonin レベルの低下を認めて
いる。これらの事実から，動物が正常な状態であれば病
原菌が侵襲したとしても，生体の防禦機構の lっとして
腸管あるいは肝の MAO活性が賦活化され， それによ
って生体内の serotoninが分解され発症が抑制される
ものと想像される。
一方，腸炎ピブリオを投与後 serotonin あるいは 
MAO阻害剤を投与した場合，生体内の serotonin レ
ベルの低下が抑制され，下痢の発症をみた。これは病原
体本来の病原性が現われ，その結果，急性胃腸炎が惹起
されたものと思われる。 Fishlock10)は， serotoninを一
定量以上生体に投与した場合，胃腸の運動が促進される
ことを報告し，また， Collier11)は，マウスに serotonin
を投与した場合，その単位時間当たり排池される糞便の
数は増加し，さらに unformed な便が排池されるとい
っている。一方，富沢12)や鈴木ら!3)は，人の dumping
症状に際して， serotoninの分泌が充進し，腸管嬬動が
活発になり下痢などが起こると考えており，とれに対し
て， Johnsonら14)は，抗-serotonin剤を投与すること
によって治療を試みている。また， 最近， 著者ら 15)は 
Bacillus cereusによる実験的食中毒に際して， serotonin 
を静注することによりその発症率が高まることを報告し
た。
以上のように，下痢の発現を腸管の運動という面から
考慮した場合，内生的な serotonin と外生的な sero・ 
toninとは作用が異なるという説もあるが，何らかの原
因でこの生体濃度が高くなった状態が食中毒発症のー誘
因となる可能性が考えられよう。
一方，相磯らへ藤原ら 6)は， histamineによる食中
毒発症促進作用について実験を行ない，胃腸炎が惹起さ
れることを報告している。本実験においては， hista-
mineの分解酵素である diamine oxidaseを阻害する
ことが知られている aminoguanidine を投与すること
によって，生体内の histamine濃度を増加させた状態
で，腸炎ピブリオを投与した場合，発症がみられた。こ
の結果は，彼らの成績を裏付けるものであり， serotonin 
と同様に宿主側の発症要因として考慮される。
上述したように，宿主側の要因として生体内の seroto・ 
ninあるいは histamine レベルが関与し，食中毒発症
のー誘因となる可能性が考えられるが，さらに，病原体
の側の問題点として，菌そのものの作用それに菌の産生
する代謝産物たとえば， enterotoxinょうの物質の存在
がいくつかの報告で示唆されている。この実験において
も患者分離株の培養櫨液中に何らかの物質が存在し，こ
れによってこれらの病原体がより宿主に侵襲しやすくな
ると思われる。
さらに，生体の serotoninあるいは histamineレベ 
jレを上昇させたような状態では，腸管内に侵入した病原
菌の生残，増殖に適当な条件をつくるものと考えられ
る。すなわち，培養菌液のみを投与したものでは，腸炎
ピブリオは糞便中からは検出されず， 一方， serotonin 
および histamineを投与したものでは， その下痢便か
ら腸炎ピブリオが分離され，また，腸管内では，大腸部
に多く存在していた。 Gorbachら16) や Ransonら17)
は，大腸部とくに結腸において病原体の抑制作用があ
り，また，その変化が急激な場合には，このような作用
は阻害され，病原体が多量に排池されるようになると報
告している。また Gorbachら18)は急性コレラ症に際
して，その腸管内の大腸菌群の菌は， Vibrioの分布と
並行し，排池されると述べており，本実験の場合におい
ても，これを急性下痢症と考えるなら彼らの知見と一致
するであろう。なお，この実験において，患者分離株を
用いて発症させた場合，その潜伏期がヒトの流行例の場
合と比較しでかなり短いが，これは投与菌量が多いこと
によると思われる。たとえば，滝川19)および相磯町ら
は，人体摂取試験で摂取菌量が 109以上であれば 3.， 4
時間で発症させうるといっている。
腸炎ピブリオ食中毒の発症に際しτ，滝川1)の報告に
あるように種々のストレスが蓄積された状態で発症し
やすくなり，またこれらのストレスに際して生体内の 
serotoninあるいは histamine のような物質の分泌が
允進されることが報告されている。このような状態で，
病原体が摂取された場合，腸管嬬動の冗進がおこり，こ
のような腸管内環境がこれらの菌の発育，増殖に適当な
条件となり，急性胃腸炎を惹起せしめるという可能性が
考えられる。
なお，自然界に分布している腸炎ピブリオの非病原株
は，上述したような生体に対する影響はなかったが，元
来，その病原性がないために発症させえないものと思わ
る。
おわり lζ本研究の C指導，c:校閣を賜わりました
藤原喜久夫教授に深く感謝いたします。ま fこ，本研
究を行なうにあたって菌株の分与をいた Tごいた神奈
川県衛生研究所の諸先生に篤くお礼申し上げます。
さらに，つねに御協力を頂いた森田武信技官はじめ
教室諸氏κ心からお礼申し上げます。
なお，本論文の要旨は，第24四日本細菌学会関東
支部会，第41，42，43四日本衛生学会および第31回
日本公衆衛生学会で発表した。
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SUMMARY 
Rhesus monkeys were given Vibrio pamhaemoly-
ticus orally and the host side factors in mani-
festation of diarrhea were investigated. The 
strains of V. parahaemoZ;1ticus used in this study 
were 4167 which was isolated from the patient 
of food poisoning and umi-7 from a marine 
water. 
No signs of diarrhea appearred in test animals 
fed with 50 ml of BIU cultures (109jml) of strain 
4167. This feeding caused increase of MAO 
activity in the tissues of liver and small in-
testine，and decrease of serotonin level in the 
whole blood and in the intestine. On the other 
hand，in the monkeys injected with 100 micro-
gram of serotonin intravenously after feeding of 
the cultures，watery diarrhea developed 2-6 
hours later，and the cells of V. parahaemolyticus 
were recovered from their stools. Furthermore， 
the similar results were obtained in experiments 
with iproniazid. 1n animal group injected with 
4 mg of aminoguanidine immediately after feed-
ing of the vibrio，severe diarrhea was observed， 
and the blood histamine level increased. 
1n the control group fed with strain umi-7， 
no symptoms of food poisoning occurred even 
after injection of serotonin or aminoguanidine. 
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